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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 6月 9日 (2003.6.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】

の バ ー ナ ・ ラ ン ス に お い て 、 燃 料 流 体 噴 出 部 よ り 先 端
側 に 、 ほ ぼ 一 定 の 内 径 を 有 す る 直 胴 部 こ と を 特 徴 と す る バ ー ナ ・ ラ ン ス 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】

の バ ー ナ ・ ラ ン ス に お い て 、 前 記 溝 の 深 さ が 、 次 式 で 表 さ れ る 範 囲 内 で
あ る こ と を 特 徴 と す る バ ー ナ ・ ラ ン ス 。

請 求 項 １ 記 載 支 燃 性 流 体 供 給 管 は 、
を 有 す る

請 求 項 ２ 記 載 Ｌ １



【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の う ち い ず れ か １ 項 記 載 の バ ー ナ ・ ラ ン ス に お い て 、 液 状 の 燃 料 流 体 を 用 い
た 場 合 に 、 そ の 噴 出 流 速 を １ ． ０ ｍ ／ ｓ 以 上 と し 、 か つ 燃 料 流 体 噴 出 部 の 直 径 の 総 和
と 、 支 燃 性 流 体 供 給 管 の 出 口 の 内 周 縁 長 さ と の 比 が 、 次 式 で 表 さ れ る
範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る バ ー ナ ・ ラ ン ス 。

≧ ０ ． １
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の バ ー ナ ・ ラ ン ス は 、 酸 素 を 含 む 支 燃 性 流 体 を 供 給 す る 支 燃 性 流 体 供 給 管 の 外 周 側
に 、 燃 料 流 体 を 供 給 す る 燃 料 流 体 供 給 管 が 設 け ら れ た 二 重 管 構 造 を 有 し 、 こ れ ら 供 給 管 の
隙 間 が 燃 料 流 体 流 路 と さ れ 、 支 燃 性 流 体 供 給 管 に 、 燃 料 流 体 を こ の 供 給 管 の 内 部 に 導 く 燃
料 流 体 噴 出 部 が 形 成 さ れ 、 燃 料 流 体 噴 出 部 よ り 先 端 側 の 支 燃 性 流 体 供 給 管 内 面 に 、 周 方 向
に わ た っ て 溝 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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Ｌ ４

π Ｄ ２ Ｌ ４ ／ π Ｄ ２

Ｌ ４ ／ π Ｄ ２

本 発 明 の バ ー ナ ・ ラ ン ス で は 、 支 燃 性 流 体 供 給 管 が 、 燃 料 流 体 噴 出 部 よ り 先 端 側 に 、 ほ ぼ
一 定 の 内 径 を 有 す る 直 胴 部 を 有 す る の が 好 ま し い 。
前 記 溝 の 深 さ Ｌ １ は 、 次 式 で 表 さ れ る 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 数 ２ 】



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本 発 明 の バ ー ナ ・ ラ ン ス は 、 液 状 の 燃 料 流 体 を 用 い た 場 合 に 、 そ の 噴 出 流 速 を １ ． ０ ｍ ／
ｓ 以 上 と し 、 か つ 燃 料 流 体 噴 出 部 の 直 径 の 総 和 と 、 支 燃 性 流 体 供 給 管 の 出 口 の 内 周 縁
長 さ と の 比 が 、 次 式 で 表 さ れ る 範 囲 内 で あ る 構 成 と す る こ と が で き る
。

≧ ０ ． １
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
ス ロ ー ト 部 ７ の 内 径 （ 細 径 部 ２ ａ の 内 径 ） は 、 次 の よ う に し て 設 定 す る の が 好 ま し い
。
一 般 に 、 ラ バ ー ル ノ ズ ル の ス ロ ー ト 部 の 断 面 積 、 お よ び 出 口 断 面 積 は 、 以 下
に 示 す 式 （ １ ） 、 （ ２ ） よ り 求 め た 値 で 設 計 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 示 す バ ー ナ ・ ラ ン ス １ に お け る ス ロ ー ト 部 ７ の 断 面 積 を と し 、 供 給 管 ２ の 先 端
に お け る 支 燃 性 流 体 流 路 ６ の 断 面 積 （ 出 口 断 面 積 ） （ 直 胴 部 ９ の 流 体 流 路 断 面 積 ） を
と す る と 、 こ れ ら 断 面 積 の 比 率 （ ） は 、 式 （ ２ ） に 示 す ラ バ ー ル ノ
ズ ル の 断 面 積 比 （ ） 以 上 と な る よ う に 設 定 さ れ る の が 望 ま し い 。
こ の 断 面 積 比 を 、 ラ バ ー ル ノ ズ ル の 断 面 積 比 以 上 に 設 定 す る こ
と に よ っ て 、 支 燃 性 流 体 の 流 れ を 、 若 干 、 過 膨 張 状 態 と し 、 供 給 管 ２ 内 の 圧 力 を 低 く し （
例 え ば 大 気 圧 以 下 ） 、 支 燃 性 流 体 が 燃 料 流 体 の 流 路 に 流 入 す る こ と に よ る 逆 火 を 未 然 に 防
ぐ こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
細 径 部 ２ ａ の 先 端 側 に は 、 テ ー パ 部 ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
テ ー パ 部 ２ ｂ は 、 供 給 管 ２ の 内 径 が 先 端 方 向 に 向 け て 徐 々 に 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て
い る 。
供 給 管 ２ の 中 心 軸 方 向 に 対 す る テ ー パ 部 ２ ｂ の 傾 斜 角 度 は 、 ３ ～ １ ０ ° と す る の が 好
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Ｌ ４

π Ｄ ２ Ｌ ４ ／ π Ｄ ２

Ｌ ４ ／ π Ｄ ２

Ｄ １

Ａ Ｌ １ Ａ Ｌ ２

Ａ １

Ａ ２

Ａ １ 、 Ａ ２ Ａ ２ ／ Ａ １

Ａ Ｌ ２ ／ Ａ Ｌ １

Ａ ２ ／ Ａ １ Ａ Ｌ ２ ／ Ａ Ｌ １

θ １



ま し い 。 こ の 傾 斜 角 度 を こ の 範 囲 と す る こ と に よ っ て 、 支 燃 性 流 体 の 流 れ を 高 速 化 す
る こ と が で き る 。 こ の 傾 斜 角 度 が 上 記 範 囲 未 満 で あ る 場 合 、 お よ び 上 記 範 囲 を 越 え る
場 合 に は 、 支 燃 性 流 体 の 流 速 が 低 下 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
テ ー パ 部 ２ ｂ の 先 端 付 近 の 供 給 管 ２ に は 、 燃 料 流 体 を 供 給 管 ２ の 外 部 か ら 内 部 に 導 く 燃 料
流 体 噴 出 孔 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ は 、 供 給 管 ２ 内 に 向 け て 開 口 す る よ う
に 形 成 さ れ て い る 。
燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ （ 燃 料 流 体 噴 出 部 ） は 、 供 給 管 ２ の 周 方 向 に わ た っ て 複 数 形 成 さ れ 、 供
給 管 ２ か ら の 支 燃 性 流 体 の 流 れ を ほ ぼ 囲 む よ う に 、 燃 料 流 体 を 噴 出 さ せ る こ と が で き る よ
う に 構 成 す る の が 好 ま し い 。 図 示 例 に お い て 、 燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ は 、 周 方 向 に 等 間 隔 に ８
つ 形 成 さ れ て い る 。
燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ は 、 供 給 管 ２ の 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 先 端 方 向 に 傾 斜 し て 形 成 さ れ て お
り 、 燃 料 流 体 と し て 液 体 燃 料 を 使 用 す る 場 合 、 供 給 管 ２ の 中 心 軸 方 向 に 対 す る 噴 出 孔 ８ の
傾 斜 角 度 （ 噴 出 孔 ８ の 中 心 軸 の 傾 斜 角 度 ） は 、 ５ ～ ９ ０ ° と す る の が 好 ま し い 。
傾 斜 角 度 が 上 記 範 囲 未 満 で あ る と 、 供 給 管 ２ 内 に お い て 燃 料 流 体 と 支 燃 性 流 体 の 混 合
が 不 十 分 に な り や す く な る 。 傾 斜 角 度 が 上 記 範 囲 を 越 え る と 、 燃 料 流 体 の 流 量 が 低 下
し や す く な る 。
燃 料 流 体 と し て 気 体 燃 料 を 使 用 す る 場 合 、 噴 出 孔 ８ の 傾 斜 角 度 は 、 ６ ０ ° 以 下 と す る
の が 好 ま し い 。 傾 斜 角 度 が 上 記 範 囲 を 越 え る と 、 燃 料 流 体 の 噴 出 に よ り 支 燃 性 流 体 の
流 れ が 乱 さ れ 、 混 合 流 体 の 流 速 が 低 下 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
テ ー パ 部 ２ ｂ の 先 端 側 に は 、 ほ ぼ 一 定 の 内 径 を 有 す る 直 胴 部 ９ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の 直 胴 部 ９ の 内 面 （ 燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ よ り 先 端 側 の 支 燃 性 流 体 供 給 管 ２ の 内 面 ９ ａ ） に
は 、 周 方 向 に 沿 っ て 溝 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
溝 １ ０ は 、 燃 料 流 体 の 燃 焼 炎 を 安 定 化 す る た め の も の で 、 直 胴 部 ９ の 全 周 に わ た っ て 形 成
さ れ て い る 。
溝 １ ０ の 深 さ は 、 次 に 示 す 式 （ ３ ） を 満 た す よ う に 設 定 す る の が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
溝 １ ０ の 深 さ が 上 記 範 囲 を 下 回 る と 、 燃 料 流 体 の 燃 焼 炎 が 不 安 定 に な り や す く な る 。
溝 １ ０ の 幅 は 、 と 同 等 以 上 に す る こ と が 好 ま し い 。
こ の 幅 が 上 記 範 囲 未 満 で あ る 場 合 に は 、 燃 料 流 体 の 燃 焼 炎 が 不 安 定 に な り や す い 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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θ １

θ １

θ ２

θ ２

θ ２

θ ２

θ ２

Ｌ １

Ｌ １

Ｌ ２ Ｌ １

Ｌ ２



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の 際 、 Ｌ Ｎ Ｇ （ 液 化 天 然 ガ ス ） 等 の 燃 料 流 体 を 、 燃 料 流 体 流 路 １ １ （ 供 給 管 ２ 、 ３ の 隙
間 ） に 供 給 し 、 燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ を 通 し て 供 給 管 ２ 内 に 噴 出 さ せ る 。 な お 、 燃 料 流 体 と し
て は 、 Ｌ Ｎ Ｇ の ほ か 、 Ｌ Ｐ Ｇ （ 液 化 石 油 ガ ス ） 、 Ｃ Ｏ 、 ２ 、 Ｃ Ｏ ／ 混 合 ガ ス が 使 用
で き る 。 ま た 、 重 油 、 灯 油 な ど の 液 体 燃 料 を 用 い る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
バ ー ナ ・ ラ ン ス ２ １ で は 、 燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ の 直 径 の 総 和 と 、 支 燃 性 流 体 供 給 管
２ の 出 口 の 内 周 縁 長 さ π と の 比 が 、 次 式 で 表 さ れ る 範 囲 内 で あ る こ と が
好 ま し い 。

≧ ０ ． １
こ の 比 が こ の 範 囲 未 満 で あ る と 、 燃 料 流 体 と し て 液 状 物 （ 液 体 燃 料 ） を 用 い
た 場 合 に 、 支 燃 性 流 体 を ほ ぼ 囲 む よ う に 液 体 燃 料 を 噴 出 さ せ る の が 難 し く な り 、 支 燃 性 流
体 の 速 度 減 衰 が 大 き く な る 。 ま た 微 粒 化 さ れ た 液 体 燃 料 の 粒 径 が 大 き く な り 、 液 体 燃 料 の
燃 焼 効 率 が 低 下 す る 。
供 給 管 ２ の 出 口 径 は テ ー パ 部 ２ ｂ の 最 大 内 径 に 相 当 す る 。 ま た 出 口 径 は 直 胴 部 ９
の 内 径 に 相 当 す る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
噴 出 孔 ８ の 傾 斜 角 度 は 、 ５ ～ ９ ０ ° と す る こ と が で き る 。 傾 斜 角 度 が 上 記 範 囲 を
越 え る と 、 燃 料 流 体 の 噴 出 に よ り 支 燃 性 流 体 の 流 れ が 乱 さ れ 、 混 合 流 体 の 流 速 が 低 下 す る
。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】

こ れ に よ っ て 、 固 体 原
料 の 溶 断 、 溶 解 を 促 す と と も に 、 炉 内 で 発 生 す る 一 酸 化 炭 素 な ど の 可 燃 成 分 を 燃 焼 さ せ る
こ と が で き る 。
な お 酸 素 比 と は 、 燃 料 流 体 の 完 全 燃 焼 に 必 要 な 酸 素 量 に 対 し て 供 給 す る 酸 素 量 の 比 を い う
。
溶 落 ち 以 降 の 精 錬 工 程 で は 、 燃 料 流 体 供 給 量 を 大 幅 に 低 く 、 好 ま し く は 酸 素 比 が ３ 以 上 と
な る よ う に し 、 支 燃 性 流 体 （ 酸 素 ） を 高 速 で 吹 き 込 む こ と に よ っ て 、 脱 炭 反 応 お よ び ス ラ
グ フ ォ ー ミ ン グ を 促 進 し つ つ 、 固 体 原 料 を 溶 解 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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Ｈ Ｈ ２

Ｄ ３ Ｌ ４

Ｄ ２ Ｌ ４ ／ π Ｄ ２

Ｌ ４ ／ π Ｄ ２
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θ ２ θ ２

溶 解 工 程 で は 、 １ ≦ 酸 素 比 ＜ ３ を 満 た す よ う に す る の が 好 ま し い 。



【 ０ ０ ４ ６ 】
吹 錬 の 際 に は 、 次 の 反 応 が 起 き る 。
（ １ ） ＋ Ｆ ｅ ＝ Ｆ ｅ Ｏ
（ ２ ） Ｃ ＋ Ｆ ｅ Ｏ ＝ Ｃ Ｏ （ ガ ス ） ＋ Ｆ ｅ
（ ３ ） Ｃ ＋ Ｏ ＝ Ｃ Ｏ
（ ４ ） １ ／ ２ Ｏ ２ ＋ Ｃ Ｏ ＝
こ の ほ か 、 石 灰 を 添 加 す る 場 合 に は 、 石 灰 の 溶 解 反 応 も 起 き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 の 精 錬 方 法 は 、 脱 珪 、 脱 燐 、 脱 硫 、 脱 炭 、 昇 温 、 熱 付 加 、 ス ク ラ ッ プ 溶 解 、 合 金 溶
解 、 還 元 処 理 の う ち １ 種 以 上 に 適 用 す る こ と が で き る 。
熱 付 加 は 、 鉄 源 や 合 金 源 添 加 時 の 熱 補 償 の た め に 行 わ れ る 。 還 元 処 理 は 、 鉄 鉱 石 、 マ ン ガ
ン 鉱 石 な ど を 用 い る 場 合 に 行 わ れ る 。
精 錬 の 際 に 用 い る 精 錬 剤 は 、 精 錬 の 目 的 に 応 じ て 選 択 使 用 す れ ば よ い 。 例 え ば 、 脱 珪 や 脱
燐 で は 、 酸 素 と の 反 応 で 生 成 す る 珪 酸 や 燐 酸 を ス ラ グ と し て 安 定 化 す る 必 要 が あ る た め 、
安 定 化 効 果 の あ る 石 灰 源 な ど を 精 錬 剤 と し て 用 い る の が 好 ま し い 。
石 灰 源 は 、 Ｃ ａ Ｏ と の う ち 少 な く と も 一 方 を 主 成 分 と す る も の を 用 い る と 、 迅
速 に 溶 融 、 ス ラ グ 化 さ せ る こ と が で き る た め 好 ま し い 。
本 発 明 の 精 錬 方 法 で は 、 石 灰 源 な ど の 精 錬 剤 を 支 燃 性 流 体 と と も に 供 給 す る こ と も で き る
し 、 支 燃 性 流 体 と は 別 に 溶 鉄 に 直 接 添 加 し て も よ い 。
精 錬 剤 を 粉 体 と し て 使 用 す る 場 合 に は 、 供 給 の 際 に 飛 散 な ど に よ り 失 わ れ る 精 錬 剤 量 と 、
精 錬 剤 の 粉 体 化 処 理 （ 粉 砕 処 理 ） に 要 す る コ ス ト と を 経 済 性 の 点 で 考 慮 す る 必 要 が あ る 。
精 錬 剤 の 添 加 量 は 、 精 錬 処 理 量 、 要 求 さ れ る 精 錬 度 、 許 容 さ れ る 精 錬 時 間 な ど の 条 件 に よ
っ て 設 定 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
本 発 明 の 精 錬 方 法 に お い て は 、 コ ー ク ス 、 石 炭 な ど の 固 体 炭 素 源 ： プ ラ ス チ ッ ク な ど の 炭
化 水 素 源 ： Ｃ ａ Ｏ 、 等 を 含 む 石 灰 源 ： Ｍ ｇ Ｏ 、 等 を 含 む マ グ ネ シ ウ
ム 源 ： Ａ ｌ 、 等 を 含 む ア ル ミ ニ ウ ム 源 ： 鉄 鉱 石 ： マ ン ガ ン 鉱 石 ： 合 金 の う ち １
種 以 上 を 溶 鉄 に 添 加 す る こ と が で き る 。
固 体 炭 素 源 、 炭 化 水 素 源 、 ア ル ミ ニ ウ ム 源 は 、 燃 料 源 と し て 作 用 す る 。
本 発 明 の 精 錬 方 法 で は 、 こ れ ら の 燃 料 源 や 、 燃 料 と し て 作 用 す る 溶 銑 中 の 炭 素 や 珪 素 を 効
率 よ く 燃 焼 さ せ る こ と が で き 、 ス ラ グ を 含 む 浴 を 効 率 的 に 攪 拌 し 、 浴 へ の 発 生 熱 の 着 熱 を
促 進 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 の 精 錬 方 法 で は 、 支 燃 性 流 体 を 高 速 化 す る た め 、 バ ー ナ ・ ラ ン ス の 燃 料 （ 燃 料 流 体
） の 燃 焼 を 適 切 に 調 整 し た り 、 燃 料 と 支 燃 性 流 体 と の 比 率 を 適 正 化 す る こ と が 重 要 で あ る
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。
燃 料 と 支 燃 性 流 体 と の 比 率 に 関 し て は 、 燃 料 が 一 部 し か 燃 焼 し な い よ う に 設 定 す る こ と も
で き る し 、 燃 料 が す べ て 燃 焼 す る よ う に す る こ と も で き る 。
こ の 比 率 に つ い て は 、 支 燃 性 流 体 を 溶 鉄 に 効 率 よ く 作 用 さ せ 、 か つ 高 速 化 を 達 成 す る た め
、 酸 素 比 ＞ ５ と す る の が 好 ま し い 。
支 燃 性 流 体 と し て は 、 純 酸 素 ガ ス 、 工 業 用 酸 素 ガ ス 、 空 気 、 こ れ ら の 混 合 ガ ス な ど の 気 体
酸 素 含 有 ガ ス を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
こ の ほ か 、 気 体 状 態 に 限 ら ず 、 液 体 状 態 、 お よ び 気 体 中 に の 液 体 が 含 ま れ る 状 態
の 気 液 混 合 体 で あ っ て も よ い 。
ま た 、 燃 料 に 関 し て は 、 Ｌ Ｐ Ｇ 、 Ｌ Ｎ Ｇ な ど の 炭 化 水 素 系 ガ ス の ほ か 、 製 鉄 所 内 で 回 収 さ
れ る 高 炉 ガ ス 、 転 炉 ガ ス な ど も 使 用 で き る 。
ま た 、 本 発 明 で は 、 精 錬 の 際 に 発 生 す る 排 ガ ス か ら 、 熱 交 換 器 な ど を 用 い て 顕 熱 ま た は 潜
熱 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 実 施 例 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ に 示 す 構 成 の ノ ズ ル ５ を 有 す る バ ー ナ ・ ラ ン ス １ を 作 製 し た 。 装 置 仕 様 を 表 １ に 示 す
。
ス ロ ー ト 部 ７ の 断 面 積 Ａ １ と 、 支 燃 性 流 体 流 路 ６ の 出 口 断 面 積 と の 比 率 （
） は 、 式 （ ２ ） に 示 す ラ バ ー ル ノ ズ ル の 断 面 積 比 （ ） の １ ． ０ ５ 倍 に 設 定
し た 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 実 施 例 ３ ）

と 、 燃 料 流 体 噴 出 孔 ８ の 数 が 異 な る こ と 以 外 は 実 施 例 ２ と 同 様 に し て バ ー ナ
・ ラ ン ス を 作 製 し た 。 装 置 仕 様 を 表 ２ に 示 す 。 燃 焼 試 験 結 果 を 表 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
表 ３ よ り 、 実 施 例 ２ は 未 燃 分 が 多 か っ た が 、 実 施 例 ３ で は 、 未 燃 の 液 滴 が 飛 散 す る こ と な
く 、 高 燃 焼 効 率 が 達 成 で き 、 ま た 火 炎 長 も 長 く な っ た こ と が わ か る 。
し た が っ て 、 は 、 ０ ． １ 以 上 に す る こ と が 望 ま し い 。
実 施 例 ３ と 比 較 例 ２ で 噴 流 速 度 の 減 衰 を 調 べ た 。
図 ４ よ り 、 実 施 例 ３ で は 、 比 較 例 ２ に 比 べ 、 噴 流 速 度 の 減 衰 を 大 幅 に 抑 制 す る こ と が で き
た こ と が わ か る 。
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